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Aus dem gerichtsarztlichen Institut der Okayama Medizinischen Fakultat.

Experimentelle Untersuchung uber den Stickstoffwechsel 
bei Kaninchenschistosomiasis japonica.

Von

Tokujiro Ohta u. Buikazu Nishizaki.

Eingegangen am 21. Februar 1936.

Da die zirrhotische Veranderung der 
Leber des durch Schistosomum japonicum 
infizierten Organismus sowohl auf die 
mechanische wie auf die Giftwirkung der 
Parasiten zuruckzufulnen ist, so ist es 
nicht uninteressant, die Einflusse der 
Parasiten auf den Stoffwechsel des Or

ganismus zu untersuchen. Unter diesem 
Thema haben Verfasser einige Experi
mente mit Kaninchen ausgefuhrt, deren 
Resultate hier folgendermassen zusam
mengefasst werden konnen:

1) In dieser Untersuchung wurde 
eine Reihe von Kaninchen experimentell 
durch Schistosomum japonicum infiziert

 und der Harn des erkrankten Kaninchens 

chemisch erforscht.

2) Im Aufaugs- oder leichten Sta

dium der Schistosomiasis japonica bei Ka

ninchen zeigt der Harn kaum irgendeine 

erkennbare Veranderung.

3) Beim schweren oder spateren 

Stadium kommen bei erkrankten Kanin

chen verschiedene Harnveranderungen 

zum Vorschein, aus denen wir auf gestor

ten Stoffwechsel schliessen durfen. a) 

Das Korpergewicht und die Harnmenge 

nehmen ab, der Harn wird allmahlich 

sauer, sein spezifisches gewicht erhoht 

sich und im Harn tritt Gallenfarbstoff
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auf. b) Das vermehrte Harnammoniak 

kann sowohl auf die uberschussige Saure

produktion wie auf die starkere Zerse
tzung des Korpereiweisses des erkrankteu 

Organismus zuruckzufuhren sein. c) Aus 

der erhohten Aminosaureausscheidung 

darf man auch auf den Zerfall des 

Korpereiweisses schliessen. d) Der ver

mehrte Harnpurinkorper, die verminderte

 Harnsaure und das besonders verringerte 

Harnallantoin, d. i. die vorhandene Purin

stoffwechselstorung lasst eine Schadigung 

der Leberfunktion des erkrankten Or

ganismus annehmen, wenn man das Auf

treten des Gallenfarbstoffes im Harne 

und die pathologisch-anatomische Veran

derung der Leber dabei in Erwagung 

zieht. (Autoreferat.)

緒 言

日本住 血吸 蟲 病 ハ古 來 廣 島,山 梨,佐 賀等

ノ諸 縣 ニ於 クル地 方病 トシテ存 在 シ,其 ノ本

態 ハ久 シク不 明 ナ リシガ,明 治37年 藤 浪1),

桂 田2)等 ノ研 究 ニ ヨ リテ其 ノ本 態 ノ研 究 ハ甚

シク容易 トセ ラル ル ニ及 ビ,爾 來 其 ノ研 究 ハ

暗 中模索 ノ域 ヲ脱 シテ着 々其 ノ實 績 ヲ擧 ゲ,

明治42年 藤 浪 竝 ニ 中村3)及 ビ桂 田4)ハ 感 染 徑

路 ニ關 シテ實驗 的 研 究 ヲ遂 ゲ,本 病 ノ感 染 ガ

經膚 的 ニ シテ經 口的 ニ非 ザ ル コ トヲ確 證 シ,

更 ニ宮 入及 ビ鈴 木5)ハ 中間 宿 主 ノ發 見 ニ成 功

シテ本 病 ノ研 究 ニ一段 ノ進 境 ヲ與 へ,又,楢

林6)ハ 本 病 ニ於 ケル 皮膚 「か ぶ れ」ガ 「ツエ ル

カ リヤ」 侵 入 ト關 係 アル ヲ指 摘 シタ リ.而 シ

テ經 膚 的 ナル本 病 ノ人體 感 染 竝 ニ感染 後 ニ於

クル病 原體 移 行徑 路 ノ詳 細 ヲ研 究 シタ ル モ ノ

ニ宮 川及 ビ武 本7)ノ 業 績 ア リ.兩 氏 ニ據 レバ

自動 的 ニ皮 膚 組 織 内 ニ侵 入 シタ ル幼 若 蟲 ノ多

クハ一 度 淋 巴間 隙 ニ 出 デ,自 由 ニ蛇 行 シテ 毛

細 管 ニ入 リ,靜 脉 ヲ經 テ右 心 ニ至 ル モ ノ ナ ル

ガ,淋 巴間 隙 ニ 出 デ タ ル モ ノ ノ 中 ニ ハ毛 細 血

管内 ニ入 ル ヲ得 ズ シテ淋 巴 腺 ニ捕 捉 セ ラ レ,

遂 ニ死 滅 ス ル モ ノ ア リ.サ レ ド又 一 小部 ハ淋

巴腺 ニ捕 ハ レズ シテ胸 部 大 淋 巴 管 ニ達 シテ無

名靜 脉 ヲ經 テ右 心 ニ達 スル モ ノ ア リ.斯 ク右

心 ニ到 達 シタ ル幼 若 蟲 ハ更 ニ肺 ニ送 ラ レ,其

ノ血 管特 ニ肺 胞間 ノ毛細 管 ヲ通 リテ 左心 ニ來

リ,茲 ニ大 循 環 系統 ニ屬 スル各 臟 器 ニ達 シテ

此 處 ニ栓 塞 的 介在 ヲナ ス ニ至 ル.特 ニ腸 壁 及

ビ胃壁 ヨ リ更 ニ毛 細 管 ニ ヨ リテ腸 間 膜 門 脉 系

領 域 ニ達 シ,肝 臓 内 ニ輸 達 セ ラル ル モ ノ最 モ

多 ク,一 小 部 分 ハ亦 肝 動 脉 ニ ヨ リテ モ肝 臟 ニ

達 ス ル モ ノ ノ如 シ.楢 林8)及 ビ末 安9)モ 亦 幼

蟲 ノ移 行 状 態 ヲ研 究 シテ多 少 異 ナル徑 路 ヲ認

メ タ ル モ,遂 ニハ 門 脉 系 中 ニ集合 ス ル モ ノナ

ル コ トヲ説 ケ リ.其 ノ他 紅 谷10)ハ 本 病 患者 ノ

血 液 像 ヲ,小 澤11)ハ 本 病 ノ實 驗 的免 疫 ヲ研 究

シ,後 者 ニ據 レバ,本 病 ヲ一 度經 過 シタ ル モ

ノ或 ハ 免疫 操 作 ヲ受 ケ タ ル モ ノ モ等 シク本 病

ニ感 染 ス レ ド,對 照 ニ比 ス レバ感 染 率 ハ低 ク,

又 其 ノ症 状 ハ常 ニ輕 ク,一 般 ニ病 原 蟲 ノ發 育

ハ頗 ル不 良 ニ シテ本 蟲 ノ寄 性 ニ對 シ實 驗 動 物

體 内 ニ或 ル程 度 ノ免 疫 性 物 質 ノ産 生 セ ラル ル

事 ヲ否 定 シ難 シ トセ リ.

上 記 ノ如 ク,本 病 ノ本 態 ハ殆 ド全 ク我 國 ニ

於 テ明 カ ニ セ ラ レ且 各 方 面 ニ亙 リテ詳 細 ナ ル

研 究 ガ行 ハ レ,特 ニ病 理 學 的 及 ビ寄 生 蟲 病 學

的 方 面 ハ殆 ド餘 ス所 ナ キマ デ ニ研 究 シ畫 サ レ
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タ リ.斯 クテ藤浪ハ本病ノ特異ナル解剖的所

見 トシテ腹腔臟器殊ニ大腸壁竝ニ直腸壁 ノ肥

厚ヲ伴ヘル慢性炎症及 ビ所謂日本住血吸蟲肝

即チ肝臟 ノ硬化縮少竝ニ共 ノ特異ナル形態等

ヲ擧 ゲ(山 極ハ之 ヲ所謂栓塞性寄生蟲性肝間

質炎 ト稱 セリ),其 ノ他,門 脉壁 ノ肥厚竝 ニ腹

水,脾 臟 ノ鬱血及 ビ組織増生ニ因ル肥大等ヲ

指摘 シ,腹 腔以外 ノ臟器例ヘバ肺臟或ハ腦髓

等ニモ卵子竈 ヲ認 ムルコ トアリトセリ.

本病ニ罹患 シタル動物例ヘバ牛,馬,犬,

二十 日鼠,家 兎等ノ病理解剖學的檢索モ巳ニ

先人 ノ行ヘル所ニシテ福谷ハ家兎ニ就テ實驗

シ,其 ノ感染後ニ羸痩,元 氣銷沈,下 痢等ヲ

認メ,肝 臟 ノ實質細胞ニハ壊死 ヲ,結 締織 ニ

ハ増殖 ヲ來 シ,殊 ニ前者ハ其ノ他腸,肺 臟等

ニモ來 リ,茲 ニ産生 セラレタル蛋白分解産物

ハ蟲體 ノ新陳代謝物質 卜共ニ其 ノ宿主ノ新陳

代謝機能ニ影響 ヲ及ボスベキモノナラン ト論

ぜリ.即 チ本病 ノ主ナル病理解剖學的所見ハ

腹腔臓器殊ニ肝臓 ニ存 シ,且 門脉血管ノ血液

内ニハ本蟲體 ヲ寄生セル等,換 言スレバ生髄

新陳代謝 ノ重要機關ニ異常アリ.然 レバ宿主

生體 ノ代謝機能ニ何等カノ異變 ヲ來サ ンコト

ハ福谷氏 ノ言 ヲ俟タズ トモ容易 ニ察知 シ得 ラ

ルル所ナルガ,本 病ノ新陳代謝障碍 ニ關 シテ

ハ予等ノ寡聞未 グ其ノ檢索 セラレタルモノア

ルヲ聞カズ.茲 ニ於テ予等ハ其ノ實驗的研究

ヲ企圖 シ聊カ得タル所 ヲ報告シ以テ諸賢 ノ批

判ヲ仰ガントス.

實 驗 材 料 及 ビ實驗 方 法

實驗動 物 トシテハ.體 重2.500g内 外 ノ雄性成熟

家兎 ヲ用 ヒタルガ,豫 メ一定期 間乾燥 セル雪花菜,

野菜及 ビ水 ノ一定量 ヲ以 テ飼 養 シ,尿 中 ニ異常物

質 ナク且略ボ窒素平衡状態 ヲ得ル ニ至 リテ實驗 ニ

供 シタ リ.家 兎 ヲ本病 ニ感染 セ シムル ニハ福岡縣

又 ハ佐賀 縣下 ノ本病流 行地 ニ於テ採集 セラレタル

蝸 牛(巻 貝)中 ニ寄生 セル本寄生蟲 ノ仔蟲 ヲ以テ

シ,先 ヅ實驗動物 タル家兎 ヲ仰臥 位ニ固定 シ.,腹

部 ノ皮膚 ヲ約鵞卵大 ニ剃毛 シ,此 部ニ上記巻貝 ノ

5乃 至7箇 ヨ リ得 タル仔蟲 ヲ少 量 ノ水 ト共 ニ塗布

シ,時々水 ヲ注加 シテ其 ノ乾燥 スル ヲ防ギ ツツ約3

時間其 ノ儘 トナシ,仔 蟲ガ剃毛 セ ラレタル皮膚 ヲ

通 シテ侵 入スルヲ充分 ナ ラシメタ リ.然 リ而 シテ

流行地 ヨリ送 ラレタル蝸牛 中ニハ本病 ノ仔蟲 ヲ寄

生 セザルモ ノアル ヲ以テ,先 ヅ數箇 ノ蝸牛ヲ載物

硝 子上 ニ並べ,各 箇 ノ上 ニ少 量 ノ水 ヲ注加 シ,更

ニ1枚 ノ載物硝 子 ヲ其 ノ上 ニ重ネテ輕 ク壓 シ,上

ナル載物硝 子 ヲ除 キ解剖顯 微鏡下 ニ於 テ活溌ニ運

動 セル 仔蟲 ノ多 數 ニ存 在セル蝸牛 ノ5-7箇 ヲ以

テ1匹 ノ家兎 ニ對 スル感染材 料 トセ リ.

斯クテ 先 ヅ 窒素平衡 ヲ得 タル正常家兎 ノ24時

間尿 ヲ4%鹽 酸30ccヲ 入 レタル容器 ニ集 メ,更

ニ膀胱 内殘尿 ヲ「ネラ トン」氏 「カテーテル」ニテ

導尿 シ,此 際「ラクムス」紙 ニ對スル反應,尿 量及

ビ比重 ヲ檢定 シ,次 デ1%硼 酸水 ニテ膀胱洗滌 ヲ

ナシ,尿 及 ビ洗滌液 ヲ500ccノ 計量「コハベ ン」ニ

移 シ.水 ヲ加 ヘテ正確 ニ500ccト ナシ,之 ヲ濾過

シテ得 タル濾液 ニ ツキ下記各物質 ヲ測定 シ,又 實

驗家兎 ノ體重 ハ毎 日膀胱洗 滌後 ニ秤量 スルヲ常 ト

セ リ.

(1)總 窒 素 量(Kjeldahl氏 法 ニ テ定 量)

(2)尿 素 窒 素(Ureaseニ テ 定 量)

(3)「 ア ン モ ニ ヤ」窒 素(Kruger-Reich氏 法 ニ

テ定 量)

(4)「 ア ミノ」窒 素(Van Slyke氏 法 ニ テ定量)

(5)「 プ リ ン」鹽 基 窒 素(R. Arnstein氏 法12))ニ

テ定 量)
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(6)尿 酸 窒 素(Benedict u. Franke氏 比 色 定

量 法 ニ テ定 量)

(7)「 ア ラ ン トイ ン」窒 素(Establier y Costa

氏 法13)ニ テ定 量).

先 ヅ健 康 正 常 家 兎 ヲ以 テ上 記 ノ實 驗 ヲ若 干 行 ヒ

テ 各物 質 ノ量 ニ 著 シキ差 違 ナ キ ヲ確 メ タル 後,本

病 ニ感 染 セ シ メ,感 染 後 再 ビ同 様 ニシテ24時 間 尿

中 ニ於 ケル 各 物 質 ノ定 量 ヲナ ス ト共 ニ時 々尿 中 ノ

蛋 白,糖,膽 汁 色素 ノ有 無 ヲ檢 シ且臨 牀 症 状 ニ注

意 シツ ツ實 驗 ヲ續 行 シ タ リ.

實驗成績及 ビ考察

上ニ述ベタル如 キ家兎實驗 ヲ數囘行 ヒテ得

タ ル成績 ノ全 部 ハ第1表 乃 至 第12表 ニ表 示

シタ リ.即 チ試 獸 ハ 本 病 ニ感 染 ス ル モ,初 期

ノ尿 ニ ハ特 記 スベ キ變 化 ラ認 メザ ル ガ,一 定

期 間 後 ニ ハ必 ズ著 明 ナ ル異 變 ヲ現 シ來 ル ヲ常

トシ,早 キハ感 染 後15日,遲 ク モ23日 ニ シ

テ「ラ ク ム ス」試 驗 紙 ニ對 ス ル 尿 反應 ハ酸 性 ヲ

呈 シ,比 重 ハ漸 次 ニ上 昇 シ,尿 蛋 白及 ビ糖 ハ各

例 ヲ通 ジ其 ノ全 經 過 中 ニ證 明 シ得 ザ リシガ,

膽 汁 色 素 ハ本 病 末 期 ノ家 兎尿 中 ニ例 外 ナ ク出

現 シ,同 時 ニ尿 量 ノ甚 シキ減 量 ヲ來 シタ ル ガ,

コ レ恐 ラク ハ食 慾 ノ減 退 ニ 基 ク モ ノ ナ ル ベ

シ.而 シテ尿 中 ニ於 ケル 各 物 質 ノ態 度 ハ次 ノ

如 シ.

第1表
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第2表
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第3表
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第4表
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第5表
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第6表
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(1)尿 中總 窒 素 量(第1表-第12表)ハ

送致 總 窒素 量 ノ不 變 ナ ル ニ拘 ハ ラズ漸 次 ニ増

加 スル ヲ見 ルベ シ.即 チ窒 素 平衡 ハ早 キハ 感

染 後9日,遲 ク トモ30日 餘 ニ シテ明 カ ニ失

調 ヲ來 スモ ノ ト見 ル ベ ク,此 時 間 的 差 違 ハ恐

ラク感 染操 作 ニ際 シ侵 入 シタ ル仔 蟲 ノ數 竝 ニ

其 ノ生活 力如 何,動 物 ノ個 性 等 ニ基 ク モ ノナ

ラ ン ト思惟 セ ラル ル ガ,尿 中排 出總 窒 素 量 ガ

送致 窒 素 量 ヲ凌 駕 スル ニ至 ル時 期 ハ各 例 ニ 於

テ略 ボ等 シク,即 チ 感 染 後 大約31日 目 乃 至

37日 ノ間 ニ ア ル モ ノ ノ如 ク,又,初 メ漸次 ニ

減 少 シツ ツ ア リシ試 獸 ノ體 重 ガ急 激 ニ減 少 シ

初 ムル時 期 モ略 ボ此 頃 ナ リ.然 レバ 此 窒 素 平

衡 ノ失 調 ハ體 蛋 白 ノ分 解 ニ起 因 ス ル モ ノ ト思

惟 セ ラル ベ シ.

(2)尿 中 尿素 窒 素(第1表-第6表):

尿 素窒 素 ノ絶 對 量 ハ第1表 乃 至,第6表 ニ

見 ル如 ク,略 ボ總 窒 素 量 ニ並 行 シテ消 長 シ,

其 ノ總 窒 素 量 ニ對 スル百 分 率 ハ殆 ド不 變 ニ シ

テ,尿 素 ノ尿 中排 出 ハ總 窒 素 量 ノ増 加 ニ略 ボ

伴 フモ ノ ト推 シテ可 ナ リ.

(3)「 ア ン モニ ヤ」窒 素(第1表-第6表)

「ア ミノ」窒 素(第3表-第6表):尿 ガ

「ラク ム ス」試驗 紙 ニ對 シ酸 性 ヲ呈 ス ルニ至 ル

頃 即 チ感 染後 大略20日 前 後 ノ時 期 ニ至 レバ,

各例 ノ尿 中「ア ン モニ ヤ」窒素 ハ何 レモ稍 々著

明 ニ増加 シ,更 ニ本 病 ノ末期 ニ至 レバ,甚 シ

ク増 量 ス.尿 中 「ア ミノ」窒 素 モ亦 「ア ンモ ニ

ヤ」 窒 素 ト略 ボ同 様 ニ増 加 シ,酸 性 尿 ヲ排 出

シ初 ムル頃 ニ於 テ ハ感 染 前 ノ約1倍 半,更 ニ

本病 ノ末 期 ニ至 レバ略 ボ其 ノ倍 量 或 ハ夫 レ以

上 ニ達 ス,

一般 ニ肝 臟 疾 患 ニ於 テ
,「 ア ン モ ニ ヤ」性 窒

素 ノ尿 中排 出 ハ増 加 スル ヲ常 トシ,此 増 加 ハ

「ア ミノ」酸 ノ「ア ミノ」基 離 脱 ニ ヨ リテ生 ズ ル

「ア ンモ ニ ヤ」ニ 由來 スル モ ノ トセ ラル.正 常

ナ ル肝 臟 ニ於 テ斯 ル「ア ンモ ニ ヤ」ノ大 部 分 ハ

尿 素 ニ マ デ合 成 セ ラ レテ排 出 セ ラル ル モ ノ ナ

ル ガ,該 機 能 ノ障 碍 ハ「ア ンモ ニ ヤ」ヲ其 ノ儘

尿 中 ニ排 出 セ シ メ(Stadelmann14)),又 中 間

物 質代 謝機 能 ノ障 碍 ニ因 リ多 量 ニ 生 ズル酸 ヲ

中 和 スベ ク「ア ンモ ニ ヤ」ノ増 加 ヲ來 シ,其 ノ

結 果 トシテ 尿 中「ア ンモ ニ ヤ」ノ増 ス コ トア リ

(E. Munzer15)).本 病 家 兎 ニ於 ケ ル尿 「ア ン

モ ニ ヤ」 ノ増 量 ハ總 窒 素 量 ニ對 ス ル尿 素 量 百

分 率 ニ著 變 ヲ來 サ ザ ル ニ鑑 ミ,主 トシテ ハ酸

ハ生 成 過 剰 ニ基 因 ス ル モ ノ ト推 セ ザル ヲ得 ザ

ル ガ體 蛋 白分 解 ニ基 ク「ア ンモ ニ ヤ」増 加 ヲ否

定 ス ル コ ト能 ハ ザ ルベ シ.

又,正 常 家 兎尿 中 ニ排 出 セ ラル ル「ア ミノ」

酸 ハ極 メテ僅 少 ノ モ ノナ ルガ,種 々 ノ病 的 状

態 例 ヘ バ肝 臟 ノ疾 患 或 ハ其 ノ機 能 障碍16) 17) 18)

等 ニ於 テ ハ増 量 スル コ トア リ.本 病 ノ主 ナ ル

病變 ノ一 ガ肝 臟 ニ アル コ トハ 已 ニ病 理 解 剖 學

上 明 カナ ル所 ナ レバ(栓 塞 性 寄 生 蟲 性 肝 間 質

炎),斯 ル肝 臟 ニ於 テ食 餌 性「アミ ノ」化合 物,

主 トシテ 「ア ミノ」 酸 ノ破 壊 ガ 充分 ニ行 ハ レ

ズ,從 ツテ尿 中 ニ多 量 ニ排 出 セ ラル ベ キハ容

易 ニ推 シ得 ラ ル ル所 ナ ルガ,又 體 蛋 白 ノ分 解

ニ因 リ過剰 ニ生 ジタ ル「ア ミノ」酸 ガ尿 中 ニ排

出 セ ラル ル ゴ トモ考 ヘ ラル(Van Slyke u.

 Meyer19).

(4)「 プ リ ン」鹽 基窒 素(第7表-第9表),

尿 酸 窒 素(第7表-第12表)及 ビ 「ア ラ ン ト

イ ン」窒 素(第10表-第12表):

人類 及 ビ類 人猿 ニ於 ケル「プ リ ン」新陳 代 謝
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454 太田徳次郎,西 崎 武亥 一

第7表

32



實驗的日本住血吸蟲病家兎ニ於ケル窒素新陳代謝ニ關スル研究 455

第8表
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456 太田徳次郎,西 崎武亥一

第9表
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第10表
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第11表
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第12表
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462 太田徳次郎,西 崎武亥一

ノ終 末産 物 ハ尿酸 ナ ル ガ多 ク ノ他 ノ脊 椎動 物

ニ於 ク ル 「プ リ ン」代 謝 ハ尿 酸 ヲ經 テ更 ニ「ア

ラ ン トイ ン」 ニ マ デ分 解 セ ラル.此 分解 過程

ヲ本 病 家 兎 ニ ツ キ,上 記 各窒 素 ノ定 量 ニ據 リ

テ窺 フ ニ,「 プ リ ン」鹽 基 窒 素 ハ絶 對 量竝 ニ百

分 率 共 ニ 漸 次 増 量 シ,感 染 後40日 頃 トナ レ

バ 感 染 前 ノ約2倍 乃 至2倍 半 ニ達 セル ニ拘 ハ

ラズ,尿 酸 窒 素 ハ絶 對 量 竝 ニ百 分 率 含 量 共 ニ

稍 々著 明 ニ減 少 シ,更 ニ「ア ラ ン トイ ン」窒 素

ハ 感 染 後 約10日 乃 至15日 ニ シテ稍 々著 シク

減 少 シ,末 期 ニ至 レバ甚 シク減 少 シテ感 染 前

ノ1/3乃 至1/5量 ヲ示 ス ニ至 ル.即 チ 「プ リン」

鹽 基 ノ増 加 ハ核 質,從 ツ テ細 胞 組 織 ノ分 解 ノ

多 量 ナル ヲ推 セ シム ル ニ拘 ハ ラ ズ,終 末 産 物

ハ少 シモ増 サ ザル ノ ミカ 反 ツ テ減 少 セ ル ヲ示

セ リ.然 レバ 本病 家 兎 ニ於 ケル「プ リン」鹽 基

→ 「ア ラン トイン」　

→ 尿酸 → 「ア ラン トイン」 ナ ル 代 謝 機 能 ハ可

成 リ強 ク侵 サ ル ルモ ノ ト觀 ルベ キナ リ.

結 論

以 上 記 載 シタ ル 實驗 成績 及 ビ考 察 ヨ リ次 ノ

如 ク結 論 ス ル コ トヲ得 ベ シ.

1.本 研 究 ハ家 兎 ヲ實 驗 的 ニ 日本住 血 吸 蟲

病 ニ罹 患 セ シメ,主 トシテ其 ノ尿 ノ化 學 的 所

見 ヲ檢 索 シタ ル モ ノナ リ.

2.實 驗 的 日本 住 血 吸 蟲 病 ニ罹 レル 家 兎 ノ

尿 ハ其 ノ初期 又 ハ輕 症 期 ニ於 テ ハ殆 ド認 ムベ

キ變 化 ヲ現 サ ズ.

3.然 レ ドモ重 症 期 又 ハ末期 ニ至 レバ尿 ニ

著 明 ナ ル變 化 ヲ現 シ來 リ,罹 患 家 兎 ノ新 陳 代

謝 ニ著 シ キ障 碍 ノ存 ス ル ヲ推 セ シム,

イ)即 チ體 重 竝 ニ尿 量 ノ減 少,酸 性 尿,

尿 比 重 ノ上 昇,膽 汁 色 素 ノ尿 中出 現.

ロ)尿 「ア ンモ ニ ヤ」ノ著 シキ増 量,コ レ

恐 ラク,本 病 家 兎 ノ體 内 ニ異 常 ニ多 ク産生

セ ラル ル酸 ノ中和 竝 ニ體 蛋 白分 解 ノ過 多 ナ

ル ニ基 ク モ ノナ ル ベ シ.

ハ)尿 「ア ミノ」酸 ノ著 明 ナ ル増 加,コ レ

體 蛋 白 ノ分 解 過 多,從 ツテ上 記 ロ)卜 共 ニ

體 ノ稍 耗 ヲ推 セ シム.

ニ)尿 素 ノ形 成 ハ殆 ド障碍 セ ラ レザル モ

ノ ノ如 シ ト雖 モ,感 染 後 ニ來 ル尿 「プ リン」

鹽 基 窒 素 ノ明 カナ ル増 量,尿 酸 窒 素 ノ僅 カ

ナ ル減 少及 ビ「ア ラン トイ ン」窒 素 ノ著 明ナ

ル減 少 ハ 本病 家 兎 ノ體 内 ニ於 ケル「プ リン」

新 陳 代 謝 ノ障 碍 ヲ證 シ,膽 汁 色素 ノ尿 中出

現 卜共 ニ肝 臟 機 能 障 碍 ノ存在 ヲ推 セ シムル

生 物 化 學 的 證 左 タ ル ベ シ.
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